
～ ７年　２月　14日

（対象者数） 19人 （回答者数） 18人

～ ７年　１月　17日

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・一人一人の特性に対応できるよう、職員の支援スキルや資

質の向上が必要である。

2

・顔を合わせての情報交換が、なかなか難しい現状にあり、

オンライン等を活用して行うことができるようにしていきた

い。

3

・災害時は隣接する法人本部の応援を想定しているが、事業

所のある町内にも施設の事業内容を知っていただく必要があ

る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・クリーンアップや買い物体験等で事業所側から地域に出掛

けることが、地域の皆様に知っていただくきっかけとしてい

きたい。また今後も継続をすることが大事であると考えてお

ります。

2

・放課後等デイサービスの職員と児童クラブの職員が交流の

メリット、デメリットや障がい特性を理解しインクルーシブ

教育の重要性を学ぶ機会が必要であると考えます。

・保護者の皆様と交流の趣旨や重要性を丁寧に話し合い理解

をしていただく必要があると考えます。

3
・ご家族の皆様（きょうだい）を包括的に支援し、対象者を

限定しない取り組みも必要であると考えます。
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○保護者評価実施期間
７年　２月　３日

○保護者評価有効回答数

７年　１月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
7年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・父母の会の設置や集団での保護者会を実施することが難し

い。

・小学1年から高校3年までの12年間を放課後等デイサービス

で過ごす児童・生徒も多数いることから保護者の皆様の連携が

大切であると認識はしていますが、就労しているご家族の皆様

に時間を作っていただき参集することが難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域の住民を事業所行事等に招待することが難しい。

・不特定多数の人が集まることに安全面での心配があり、ま

た、そのことを心配している保護者の皆様からのご意見もあり

ます。

・放課後児童クラブ等との交流や地域の他の子どもとの活動す

る機会を持つことが難しい。
・保護者の中に交流を望まないご意見が多数あります。

・1人1人の特性や成長段階を捉え、長期的なスパンで支援計

画を策定し児童・生徒の育ちを支えている。

・小学校1年生からの高校1年生までの長期間の成長を細やか

に把握し適切な支援ができるよう職員全体で児童・生徒の育ち

を支えています。

・保護者とのコミュニケーションを大切にし家庭での様子も共

有させていただいています。

・各学校との連絡体制を整え連携を図っております。

・各学校との定期的な情報交換や個別支援記録の共有、行事へ

の参観を通して児童・生徒の学校での様子を把握し対応をして

います。

・学校への迎えの際に児童・生徒の様子を担任等より教えてい

ただいたり、放課後等デイサービスから月のお便りを学校へ配

信したりして双方で児童・生徒の姿を知り理解を深めるように

しています。

・様々な災害を想定した、事業所避難訓練や法人合同避難訓練

等を定期的に行い災害時に対応できるよう訓練を積み重ねてい

ます。

・事業所避難訓練は月に1回、法人との合同避難訓練は消防署

立ち合いのもと年に1回実施しております。

・BCP（業務継続計画)に則り、感染症発生時対応やAEDの使

い方、救命講習を行っております。

事業所における自己評価総括表公表


